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埼玉県川越市上寺山 216-1 
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ニ
ュー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

初
日
か
ら
二
日
目
。
校

長
先
生
や
保
護
者
の

方
々
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
一
行
は
成
田
空
港
へ
。

そ
こ
か
ら
約
十
一
時
間

も
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
に

到
着
。
子
ど
も
た
ち
は
、

空
港
か
ら
広
が
る
壮
大

な
自
然
を
見
る
や
い
な

や
大
興
奮
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
バ
ス
で
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
市
内
を
観
光
。
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
博
物
館
や
南

半
球
で
最
も
高
い
ス
カ

い 

星野学園小学校

の web ページで

は、子どもたちの

活動を随時更新し

ています。学校説

明会等の情報も掲

載しています。 

http://www.hoshinogakuen.ed.jp/hes/ 

～
感
動
と
素
晴
ら
し
い
出
会
い
～ 

八
月
中
旬
。
五
年
生
は
、
星
野
学
園
小

学
校
最
大
の
行
事
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
修
学
旅
行
」
へ
行
っ
た
。
南
半
球

に
位
置
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
季

節
は
冬
。
子
ど
も
た
ち
は
、
寒
暖
の
差
な

ど
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
現
地
の
自
然
や

文
化
に
親
し
ん
だ
。
ま
た
、
大
変
、
雨
の

多
い
気
候
で
あ
る
国
で
あ
る
が
、
滞
在
中

は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
素

晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
た
。 

イ
タ
ワ
ー
を
見
学
し
た
。 

 

三
日
目
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
学
校
交
流
。

ま
ず
始
め
に
、
両
校
に
よ

る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

お
互
い
に
歌
を
披
露
し

た
他
、
星
野
の
子
ど
も
た

ち
は
、「
書
道
」「
け
ん
玉
」

「
は
し
つ
か
み
」
「
福
笑

い
」
「
日
本
紹
介
」
の
五

つ
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、

日
本
文
化
を
伝
え
た
。
ど

の
ブ
ー
ス
も
大
盛
り
上

が
り
。
英
語
と
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
、
心

を
通
わ
せ
、
楽
し
そ
う
に

交
流
を
行
っ
て
い
た
。
パ

ー
テ
ィ
ー
後
は
、
習
慣
の

違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
バ
デ
ィ
ー
と
一
緒
に

真
剣
な
様
子
で
授
業
を

受
け
た
。
帰
る
時
に
は
、

現
地
校
の
子
ど
も
た
ち

が
敬
意
や
感
謝
の
意
を

示
す
マ
オ
リ
族
の
民
族

舞
踊
ハ
カ
で
見
送
っ
て

く
れ
た
。 

ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
、
心

を
通
わ
せ
、
楽
し
そ
う
に

交
流
を
行
っ
て
い
た
。
パ

ー
テ
ィ
ー
後
は
、
習
慣
の

違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
バ
デ
ィ
ー
と
一
緒
に

真
剣
な
様
子
で
授
業
を

受
け
た
。
帰
る
時
に
は
、

現
地
校
の
子
ど
も
た
ち

が
、
敬
意
や
感
謝
の
意
を

示
す
マ
オ
リ
族
の
民
族

舞
踊
「
ハ
カ
」
で
見
送
っ

て
く
れ
た
。 

 

四
日
目
。
ロ
ト
ル
ア
に

あ
る
テ
・
プ
イ
ア
に
向
か

っ
た
。
ま
ず
は
、
空
高
く

噴
出
し
た
間
欠
泉
が
子

ど
も
た
ち
を
お
出
迎
え
。

一
日
に
数
回
し
か
起
き

な
い
貴
重
な
瞬
間
を
目

の
当
た
り
に
し
、
大
変
、

感
動
し
て
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
羊

シ
ョ
ー
や
シ
ー
プ
ド
ッ

ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し

ん
だ
後
は
ワ
イ
カ
ト
地

区
へ
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
対
面
し
、
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
が
始
ま
っ
た
。 

っ
た
。
ま
ず
は
、
空
高
く

噴
出
し
た
間
欠
泉
が
子

ど
も
た
ち
を
お
出
迎
え
。

一
日
に
数
回
し
か
起
き

な
い
貴
重
な
瞬
間
を
目

の
当
た
り
に
し
、
大
変
、

感
動
し
て
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
羊

シ
ョ
ー
や
シ
ー
プ
ド
ッ

グ
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し

ん
だ
後
は
ワ
イ
カ
ト
地

区
へ
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
対
面
し
、
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
が
始
ま
っ
た
。 

 

五
日
目
か
ら
六
日
目
。

見
渡
す
か
ぎ
り
広
が
る

草
原
、
た
く
さ
ん
の
動
物

な
体
験
に
大
興
奮
。
二
日

間
と
い
う
短
い
間
だ
っ

た
が
、
別
れ
る
時
に
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

抱
き
合
い
、
別
れ
を
惜
し

ん
だ
。
そ
の
後
、
一
行
は

ワ
イ
ト
モ
鍾
乳
洞
へ
。
ツ

チ
ボ
タ
ル
が
光
る
洞
窟

や
様
々
な
形
を
し
た
鍾

乳
石
な
ど
、
神
秘
的
な
光

景
に
心
を
奪
わ
れ
て
い

た
。 

た
ち
。
乳
搾
り
や
羊
の
毛

刈
り
な
ど
、
日
本
で
は
な

か
な
か
で
き
な
い
よ
う

か
な
か
で
き
な
い
よ
う

な
体
験
に
大
興
奮
。
二
日

間
と
い
う
短
い
間
だ
っ

た
が
、
別
れ
る
時
に
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

抱
き
合
い
、
別
れ
を
惜
し

ん
だ
。
そ
の
後
、
一
行
は

ワ
イ
ト
モ
鍾
乳
洞
へ
。
ツ

チ
ボ
タ
ル
が
光
る
洞
窟

や
様
々
な
形
を
し
た
鍾

乳
石
な
ど
、
神
秘
的
な
光

景
に
心
を
奪
わ
れ
て
い

た
。 

な
体
験
に

大
興
奮
。

二
日
間
と

い
う
短
い

間
だ
っ
た

が
、
別
れ

る

時

に

は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
抱

き
合
い
、

別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

そ
の
後
、

一
行
は
ワ

イ
ト
モ
鍾

乳
洞
へ
。

ツ
チ
ボ
タ

ル
が
光
る

洞

窟

や

様
々
な
形

を
し
た
鍾

乳

石

な

ど
、
神
秘

的
な
光
景

に
心
を
奪

わ
れ
て
い

た
。 

イ
ト
モ
鍾
乳
洞
へ
。
ツ
チ

ボ
タ
ル
が
光
る
洞
窟
や

様
々
な
形
を
し
た
鍾
乳

石
な
ど
、
神
秘
的
な
光
景

に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
。 

 

最
終
日
の
七
日
目
。
日

本
へ
帰
国
。
楽
し
い
ひ
と

時
は
あ
っ
と
い
う
間
。
こ

の
七
日
間
、
言
葉
の
壁
を

越
え
て
、
積
極
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

ろ
う
と
す
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
大
き
な
成
長

を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
経
験
が
子
ど
も
た
ち

の
心
に
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
し
て
刻

ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
北
） 

マオリ族の民族舞踊「ハカ」を体験し、大興奮！ 

ワイトモ鍾乳洞で神秘的な体験 

日本の伝統文化「書道」を通した心の交流 

目に入るものすべてが新発見です 

十
月
二
日
（
木
）

六
年
生
は
国
会
議
事

堂
へ
、
三
日
（
金
）

に
は
、
三
年
生
は
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
「
ヤ
オ
コ
ー
」
へ
、

そ
れ
ぞ
れ
社
会
科
見

学
へ
出
か
け
た
。
六

年
生
は
、
衆
議
院
と

憲
政
記
念
館
を
見
学

し
た
。
衆
議
院
を
回

り
な
が
ら
、
ガ
イ
ド

の
言
葉
を
真
剣
に
メ

モ
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
憲
政
記
念
館
で

は
、
議
員
体
験
を
し

た
り
、
憲
政
の
歴
史

を
学
ん
だ
り
し
た
。

議
場
に
立
つ
と
い
う

と
て
も
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
三
年
生
は
、
普

段
行
く
ス
ー
パ
ー
の

裏
側
を
見
せ
て
頂

き
、
感
動
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
お
肉

を
切
り
、
包
装
す
る

様
子
な
ど
、
普
段
買

っ
て
い
る
商
品
が
で

き
あ
が
る
裏
側
を
見

て
子
ど
も
た
ち
は
興

奮
気
味
。
教
え
て
も

ら
う
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
質
問
し
、

社
会
科
見
学
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き

た
。（
吉
野
）） 

憲
政
記
念
館
を
見
学
し

た
。
衆
議
院
を
回
り
な
が

ら
、
衛
視
さ
ん
の
言
葉
を

真
剣
に
メ
モ
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。
普
段
、
社
会

科
の
授
業
で
学
習
す
る

内
容
が
目
の
前
に
広
が

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
感

で
き
る
の
が
社
会
科
見

学
の
魅
力
だ
。
憲
政
記
念

館
で
は
、
議
員
体
験
を
し

た
り
、
電
子
端
末
で
憲
政

の
歴
史
を
学
ん
だ
り
し

た
。
議
場
に
立
つ
と
い
う

と
て
も
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

三
年
生
は
、
普
段
行
く

ス
ー
パ
ー
の
裏
側
を
見

せ
て
頂
き
、
感
動
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
お
肉
を

切
り
、
包
装
す
る
様
子
な

ど
、
普
段
買
っ
て
い
る
商

品
が
で
き
あ
が
る
裏
側

を
見
て
子
ど
も
た
ち
は

興
奮
気
味
。
教
え
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
積
極
的

に
質
問
し
、
社
会
科
見
学

に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
た
。（
吉
野
）） 

ス
ー
パ
ー
の
裏
側
を
見

せ
て
頂
き
、
感
動
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
お
肉
を

切
り
、
包
装
す
る
様
子
な

ど
、
普
段
買
っ
て
い
る
商

品
が
で
き
あ
が
る
裏
側

を
見
て
子
ど
も
た
ち
は

興
奮
気
味
。
商
品
の
陳
列

の
仕
方
に
も
多
く
の
工

夫
が
あ
り
、
日
常
と
は
違

っ
た
視
点
で
見
る
こ
と

の
重
要
さ
に
気
が
付
く

こ
と
が
で
き
た
。
教
え
て

も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
積

極
的
に
質
問
し
、
社
会
科

見
学
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。 

 

（
吉
野
） 気分はもう議員さんそのもの 

社
会
科
見
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京
都
・奈
良
で
学
ん
だ 

日
本
の
良
さ 

十
月
九
日
（
木
）
か
ら
十
一
日
（
土
）、
二
泊
三

日
の
日
程
で
「
京
都
・
奈
良
宿
泊
学
習
」
が
行
わ

れ
た
。
四
年
生
が
一
学
期
よ
り
大
変
楽
し
み
に
待

っ
て
い
た
行
事
だ
。
一
人
ひ
と
り
が
「
日
本
ら
し

さ
と
は
何
か
」
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。 

一
日
目
は
奈
良
観
光
。

奈
良
公
園
で
子
ど
も
た

ち
の
目
を
奪
っ
た
の
が
、

た
く
さ
ん
の
鹿
だ
。
鹿
の

様
子
を
気
に
し
な
が
ら

も
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
共

に
、
東
大
寺
大
仏
殿
を
見

て
回
っ
た
。
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
、
質
問
を
す
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。
想
像
以
上
に

大
き
い
、
本
物
の
大
仏
を

目
の
当
た
り
に
し
て
感

じ
る
驚
き
と
感
動
は
、
事

前
学
習
で
は
得
ら
れ
な

い
も
の
だ
っ
た
。 

前
学
習
で
は
得
ら
れ
な

い
も
の
だ
っ
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
特
に

楽
し
み
に
し
て
い
た
の

が
、
タ
ク
シ
ー
見
学
で
あ

っ
た
。
班
毎
に
、
清
水

寺
・
二
条
城
・
鹿
苑
寺
・

太
秦
映
画
村
を
回
る
。
中

で
も
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
印
象
に
残
っ
た
の

が
、
鹿
苑
寺
の
金
閣
だ
。

「
本
当
に
金
色
だ
っ
た
」

「
美
し
か
っ
た
」
と
子
ど

も
た
ち
は
、
嬉
し
そ
う
に

報
告
し
て
く
れ
た
。 報
告
し

て
く
れ

た
。 

 
 

タ
ク
シ
ー
見
学
を
終

え
、
次
に
向
か
っ
た
の
は

大
徳
寺
。
大
仙
院
で
の
座

禅
に
向
か
う
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
、
す
で
に
真

剣
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

部
屋
に
は
お
り
ん
の
音

が
響
き
、
通
り
抜
け
る
風

が
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
静

か
な
空
間
で
あ
っ
た
。
三

十
分
ほ
ど
の
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
尾
関
宗
園

御
老
師
の
法
話
に
、
一
生

懸
命
耳
を
傾
け
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
は
、
大
変
立

派
で
あ
っ
た
。 

も
た
ち
の

姿
は
、
大
変

立
派
で
あ

っ
た
。 

 

三
日
間

お
世
話
に

な
っ
た
松

井
本
館
で

は
、
優
し
さ

や
細
や
か

な
気
遣
い

を
学
ん
だ
。

雨
に
濡
れ

た
荷
物
を

拭
い
て
く

だ
さ
っ
た

り
、
靴
を
丁

寧
に
磨
い

て
く
だ
さ

っ
た
り
と
、

温
か
い
お

も
て
な
し

の
心
に
触

れ
た
。
最
後

は
「
お
お
き

に
」
と
ご
挨

拶
し
、
お
礼

の
気
持
ち

を
伝
え
る

こ
と
が
で

き
た
。
古
都

の
伝
統
や

歴
史
だ
け

で
な
く
、
自

然
の
美
し

さ
や
、
心
の

触
れ
合
い

を
感
じ
た

三
日
間
で

あ

っ

た

。

（
山
田
） 

雨
に
濡
れ
た
荷
物
を
拭

い
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

靴
を
丁
寧
に
磨
い
て
く

だ
さ
っ
た
り
と
、
温
か

い
お
も
て
な
し
の
心
に

触
れ
た
。
最
後
は
「
お

お
き
に
」
と
ご
挨
拶
し
、

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
古

都
の
伝
統
や
歴
史
だ
け

で
な
く
、
自
然
の
美
し

さ
や
、
心
の
触
れ
合
い

―
日
本
の
良
さ
―
を
感

じ
た
三
日
間
で
あ
っ

た
。 

 
 
 

（
山
田
） 

憧れの東大寺の大仏と記念撮影！ 

金色に輝く鹿苑寺金閣にびっくり！記念に１枚 

大仙院での座禅体験。真剣な表情です 

全
校
児
童
で
盛
り
上
げ
た 

体
育
祭
！
星
華
祭
！ 

第
五
回
星
野
学
園
小

学
校
体
育
祭
が
行
わ
れ

る
予
定
だ
っ
た
九
月
七

日
（
日
）
、
前
日
の
雨
に

よ
り
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
良
く
な
か

っ
た
た
め
、
子
ど
も
た
ち

は
通
常
授
業
と
な
っ
た
。

昨
年
度
同
様
、
延
期
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
体
育
祭

へ
の
思
い
を
胸
に
、
迎
え

た
八
日
（
月
）
。
快
晴
と

ま
で
は
い
か
な
か
っ
た

が
、
程
良
い
気
候
の
中
、

体
育
祭
が
行
わ
れ
た
。
開

会
式
で
の
応
援
団
長
に

よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓

で
始
ま
っ
た
体
育
祭
は
、

赤
組
、
白
組
共
に
引
け
を

と
ら
な
い
戦
い
と
な
っ

た
。
特
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
の
が
、
高
学
年
に

よ
る
リ
レ
ー
だ
。
バ
ト
ン

を
落
と
さ
ず
、
少
し
で
も

早
く
渡
せ
る
よ
う
練
習

を
積
み
重
ね
て
き
た
四
、

五
、
六
年
生
。
抜
き
つ
抜

か
れ
つ
の
バ
ト
ル
に
、
低

学
年
の
子
ど
も
た
ち
も

思
わ
ず
熱
い
声
援
を
送

っ
て
い
た
。
午
前
、
午
後

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
、

最
終
的
に
は
競
技
優
勝

赤
組
、
応
援
優
勝
白
組
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。
平

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
保
護
者
の
方
に
来

て
頂
き
、
体
育
祭
は
大
盛

況
に
終
わ
っ
た
。 
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体
育
祭
が
終
わ
っ
た
翌

週
の
十
四
日
（
日
）、
十
五

日
（
月
）
に
は
、
第
五
十

回
星
華
祭
が
行
わ
れ
た
。

完
成
し
た
ば
か
り
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
エ
ブ
リ
ア
」

の
お
披
露
目
も
さ
れ
、
毎

年
運
動
部
の
模
擬
店
で
賑

わ
う
ブ
リ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
プ

ラ
ザ
エ
リ
ア
も
、
今
ま
で

と
は
少
し
違
っ
た
装
い
を

見
せ
た
。
講
堂
で
は
、
小

学
一
、
二
、
三
年
生
に
よ

る
箏
曲
の
発
表
が
行
わ
れ

た
。 

わ
う
ブ
リ
ー
ズ
ウ
ェ
イ

プ
ラ
ザ
エ
リ
ア
も
、
今
ま

で
と
は
少
し
違
っ
た
装

い
を
見
せ
た
。
講
堂
で

は
、
小
学
一
、
二
、
三
年

生
に
よ
る
箏
曲
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。
立
派
に
演

奏
し
、
観
客
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
小

学
棟
の
教
室
で
は
、
学

年
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
こ

れ
ま
で
の
学
習
内
容
を

紹
介
す
る
展
示
を
し
た
。 

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、

各
ク
ラ
ブ
の
様
子
が
伝

わ
る
展
示
物
と
共
に
、
全

校
児
童
で
作
っ
た
虹
を

表
現
し
た
大
き
な
モ
ザ

イ
ク
画
の
作
品
も
展
示

さ
れ
て
い
た
。
今
年
度
の

共
同
制
作
は
、
図
案
を
児

童
よ
り
募
集
し
、
制
作
し

た
も
の
だ
。
こ
の
大
き
な

虹
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
へ
も
、
大
き
な

虹
が
か
か
る
こ
と
を
祈

り
た
い
。 

 
 

（
秋
山
） 

全学年で作った虹 

六年生のリレー。接戦です！ 

秋
の
遠
足 

十
月
二
十
四
日
（
金
）、

一
～
三
年
生
は
国
営
武

蔵
丘
陵
森
林
公
園
へ
秋

の
遠
足
に
行
っ
た
。
二
十

二
日
（
水
）
が
あ
い
に
く

の
雨
で
延
期
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
秋
の
遠
足
だ

っ
た
が
、
こ
の
日
は
ま
さ

に
遠
足
日
和
の
快
晴
だ

っ
た
。
一
年
生
は
日
本
一

大
き
な
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

「
ぽ
ん
ぽ
こ
マ
ウ
ン
テ

ン
」
、
二
年
生
は
大
型
遊

具
で
あ
る
「
む
さ
し
キ
ッ

ズ
ド
ー
ム
」
、
三
年
生
は

「
冒
険
コ
ー
ス
」
と
い
う

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
と
、
学
年

に
応
じ
た
施
設
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

た
。
澄
み
渡
る
青
空
の
下

で
思
い
切
り
遊
ん
だ
後

に
食
べ
る
お
弁
当
に
も
、

笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
。
ま

た
、
散
策
中
に
は
コ
ス
モ

ス
や
ど
ん
ぐ
り
、
ま
つ
ぼ

っ
く
り
な
ど
の
秋
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
存

分
に
「
秋
」
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

（
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山
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に
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コ
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モ
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ど
ん
ぐ
り
な
ど
の

秋
も
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
存
分
に
「
秋
」
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身

体

で

感
じ
、
楽

し

む

こ

と

が

で

き

た

よ

う
だ
。 

(

秋
山) 

三年生の冒険コース 

第
五
回
合
唱
祭 

十
一
月
一
日
（
土
）、
第

五
回
星
野
学
園
小
学
校
合

唱
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
各

ク
ラ
ス
は
、
音
楽
の
時
間

や
休
み
時
間
、
帰
り
の
会

に
懸
命
に
練
習
を
重
ね

た
。
初
め
て
の
合
唱
祭
で

あ
る
一
年
生
、
小
学
生
と

し
て
最
後
の
合
唱
祭
で
あ

る
六
年
生
。
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
持
ち
な
が
ら
、
舞

台
に
上
が
り
懸
命
に
歌
っ

た
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た

ち
は
舞
台
上
の
立
ち
居
振

る
舞
い
だ
け
で
は
な
く
、

聴
く
姿
も
立
派
で
あ
っ

た
。
静
か
に
、
食
い
入
る

よ
う 

よ
う
に
鑑
賞
す
る
姿
は
、

誇
ら
し
か
っ
た
。
今
年
の

合
唱
祭
も
素
晴
ら
し
い
か

た
ち
で
終
え
た
。（
吉
野
） 

真剣な表情で本番に臨む 


